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【内容要旨】（1,200字以内） 
【背景・目的】 

寿命に影響する因子を明らかにできれば，その因子を修飾することで，寿命を延長でき

る可能性がある．寿命に最も影響する因子は年齢（加齢）である．我々は，対象者の年

齢を 70 歳に統一し，日常生活動作が自立した地域住民を対象にして，寿命に影響を及

ぼす因子を検討した．また，テロメアの長さは寿命に影響することが知られており，テ

ロメアの長さと寿命の関係についても検討した． 

【方法】 

山形県高畠町の 2000 年時 70 歳の全住民 350 名（男 135 名/女 215 名）を対象とし，

271名（男 102名/女 169名）が検診に参加した（受診率 77.4%）．2000年に生活習慣，

身体診察，mini-mental state examination（MMSE）を含めた神経学的診察，血液・

生化学検査，脳MRI検査を行い 13年間前向きに追跡調査を行った（平均観察期間 133

±34か月）．最終的に 259名（男 98/女 166）を解析対象とした． 

【結果】 

259名のうち，死亡群 69名，生存群 190名であった．死亡群では，認知機能低下，深

部白質病変（deep white matter hyperintensity: DWMH），糖尿病の割合が有意に高か

った．認知機能低下，DWMH，糖尿病，喫煙歴ついて比較したが，いずれも認知機能

低下，DWMH，糖尿病，喫煙歴を認める群で累積生存率が有意に低下していた． 

次に，生命予後に関する単変量解析の結果，認知機能低下，喫煙歴，糖尿病，DWMH

は有意な死亡のリスク因子であり，交絡因子で補正した多変量解析でも，認知機能低下，

DWMH は有意な死亡のリスク因子であった．これらの結果から，認知機能低下，

DWMHは他の因子と独立して生命予後に影響する因子と考えた． 

対象者から無作為に抽出した 81 名について，テロメアの長さを測定し，生命予後と

の関係を検討した．死亡群と生存群にわけると，死亡群では DWMH の割合が有意に多

く，テロメアの長さは有意に短かった．認知機能低下や糖尿病の割合に有意差はなかっ

た．生命予後に関する単変量解析の結果，長いテロメアは死亡リスクの減少を示す有意

な因子で，認知機能低下は死亡リスクの上昇を示す有意な因子であった．交絡因子で補

正した多変量解析でも同様の結果であった． 

【結論】 

本研究では，年齢を統一した地域在 住高齢者において，DWMHと認知機能低下

が寿命に影響することを示した．認知機能低下が DWMHと独立して生命予後に影響す

ることを示したのは本研究が初めてである．また，DWMHも認知機能低下と独立して

生命予後に影響することがわかった．また，テロメアの長さも生命予後に影響し，テロ

メアが長いほど，DWMH gradeが軽症であることが判明した．今後は，認知機能低下

と DWMH，テロメアの長さの相互の関係，生命予後への影響について検討する必要が

ある． 
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